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1. はじめに
　ラフカディオ・ハーンの「再評価」が主張され始
めて久しいが2）、その多彩な活動をひとくくりにし
て「、、、家」「、、、者」と呼び習わすのはいかにも
困難で、「ハーンほどその全体性を論ずるに困難を
感じさせる作家はいない3）。」
　「ジャーナリスト、翻訳家、教師、作家、民俗学
者、ジャパノロジスト等々」4）として活躍したハー
ンの活動の多彩さは、特に日本ではその名の呼び名
にも結びつけて表され5）、ラフカディオ・ハーン、
小泉八雲、ラフカジオ・ヘルン、またひらがなでへ
るんなどと呼ばれる。特に、妻セツと出会った松江
では「へるん（ヘルン）さん」と呼ばれて、現在で
もその市民に親しまれているが、ハーンが初めて公
の教員として島根県尋常中学校に赴任してきた同市
にとってのみならず、松江以降、かつて彼に教えを
乞うた生徒・学生として接した教え子たちすべてに
とっても、「ヘルン先生」は、「教師」としてのハーン
に対する深い敬愛が込められた呼称となっている6）。
　『知られぬ日本の面影』の中の「さようなら」は、
島根県尋常中學校の生徒たちの「ヘルン先生」への
信頼と敬慕の念の厚さと、彼がいかに優れた教師で
あるかを示す一つの証左ともなる印象的な一章であ
るが、意外にも、というべきか、この日本での最初
の教え子たちの中の英語の得意な少年たちに、例え
ば後には東京帝国大学でもハーンの教えを受けた大
谷正信などに、ハーンは文学や言語学や教育で大成
するのは容易ならざることとて、工学や化学、医学
などの実学を学んで生計を立てていくことを強く
奨めたりしている7）。帝国大学の学生には、文学は
職人（workman）の手仕事と同様で、実作によっ
てしか創造のわざは身につかないことを熱心に説
き8）、これからの日本の文学界を背負って立ち得る
者として、励ますように講義をしたハーンも、優秀
な少年たちが集まっているとはいえ、そのさすがに
まだ歳の少ない少年たちに芸術家として歩めと奨励
することは控えられたのか。あるいは、理想的な文
章表現を模索するために毎日格闘し、その困難さも
身を以て十分に知り尽くしていた現役の文筆家に
は、旧制中学生の希望は、生活を軽視した夢想に聞
こえていたのではないか。ハーンの大谷への返信の
行間からは、真摯な教師の姿とともに、筆一本で自
－132－ 島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第56号（2017年）
立した文筆家としての自負も感じられる。
　いろいろな呼称が与えられ得る中で、自身を文学
の「職人」と呼んだハーンは、言語による芸術家を
目指した人とも言うことができるであろう。芸術家
とは、自分の表現するものと表現のために必要な技
術とを究めようとする人のことである。小論では、
ハーンが探求しようとした「芸術」との関連性で、
一見その目指した作品の埒外にあるように見える書
簡の言葉遣いを考えてみたい。
2．セツの手紙
　ハーン来日百年にあたる1990年に出版された、令
孫小泉時氏による追憶の記『ヘルンと私』（恒文社刊）
には、ハーンとセツ、子供たちの手紙に関する一節
があり、その文中に、「最近」見つかったものと説
明のあるセツの二通の手紙が紹介されている9）。そ
れは、ハーンが亡くなった明治37年（1904年）の夏
の手紙のやりとりに関する一節で、ハーンが長男一
雄、次男巌、それに書生の新美資良とともに焼津に
海水浴に出かけていたときに、夫婦の間、子供たち
とセツの間でやりとりされていたもののうち、当時
新たに発見されて上掲書で初めて紹介された四通に
関するものである。坂東浩司『詳述年表ラフカディ
オ・ハーン伝』に拠ると、このときのハーンと子供
たちの焼津出立は8月1日、それから月末26日に、
セツが前年に生まれたばかりの末娘寿々子を伴って
合流するまで、ハーンは二日に一度以上のペースで
毎日のように手紙をセツに送っている。これは、ハー
ンが西大久保に移り住んでから迎えた三回目の夏の
ことである。彼は同所に転居の頃から、心臓の健康
の不安、というよりも死の予感に近いものを、セツ
や一雄に漏らしている10）。この海水浴旅行の間に頻
繁にセツに手紙を送ったハーンと、彼の体を気遣い、
明るく楽しく優しい家族の話題で元気づけようとす
るセツとのやり取りは、読む者の心を深く揺さぶる
ものである11）。ハーンが海水浴から戻り、最初の狭
心症の発作を起こしたのは帰京後約半月後の9月半
ばで、数日してまた起こり、それからさらに一週間
後に再び発作を起こし、帰らぬ人となった12）。
　この手紙は、「夫婦の間だけで通ずるテニヲハを
欠いた面白い日本語」13）であるいわゆる「ヘルン
さん言葉」で書かれている。萩原朔太郎は、「小泉八
雲の家庭生活」の中で、この言葉遣いを「単に目を
見合すだけで、一切の意味が了解される恋人同士」14）
のもののようだとしている。平川祐弘は、萩原がそ
のような言葉遣いで楽しそうにやり取りをする夫婦
に「羨望の情」を禁じ得なかったと指摘する。萩原
は、この独特の言語表現をハーンの子供たちにさえ
解からない「奇妙な別世界の言葉」であると称した
が、自分には縁のなかった「貞淑な妻や善良な姑」
に恵まれ、晩年に向けて夫婦の愛を深め育むことの
できた夫婦への萩原の強い羨望が、確かに、上の称
し方そのものにもよく表れていると言える15）。平川
は、萩原が自分の身の上と引き比べてこの手紙にた
だ感嘆した、そこには「童話的な愛情風景をひとし
お強く感じさせる」ものがあるからだ、と解説して
いるが、この手紙は、「童話的な愛情風景」という、
手紙の内容のみならず、その内容を媒介した媒体、
すなわち言葉遣いそのものにも注目すべき所がある
ように、筆者には思われる。小論では、「ヘルンさ
ん言葉」の媒体としての確かさについて、手紙を一
通取り上げて、具体的に考察したいと思う。
3．明治37年8月23日付の手紙
　シンセツノパパサマ。セカイ、イチバンノ、
パパサマ。アナタノ、カラダ、ダイジャウブ、
デスカ。スコシ、モ、ビヤウキ、アリマセヌカ。
タベモノ、オツカレ、アリマセヌカ。モスコ
シ、トキ、ヨウシヨク、タべマシヤウ子。ママ
二十五日ノヨルノ、キシヤデ、マイルデシヤウ。
イマ、クロイノ、イロノ、イワオ、セナオヨギ、
オボエマシタ、キク、ママ、タイソオ、ヨロコ
ビデシヨ。パパサマノ、オカゲデス、子ー。大
クボノ、イエノ、ダイドコロノ、テンジャウノ、
子ヅミトルノタメ、大キ、ヘビイエノナカニマ
イリマシタ。オサキ、ミツケルデ、大キ大キ、
コエ、シマシタ。テズカラ16）、ミナ人、アツマ
ルト、ミナ女、大キ、コエデ、イイマシタ。イ
ヤデス子ー、イヤダ子ー。ドウシタラ、ニゲル、
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デシヤウカ。コンバン、子ルコト、デキナイデ
ス子ー。大へンデス子ー。イヤダ子ー。デスカ
ラ、ワタシ、イイマシタ、スコシモ、カマワナイ、
ヨロシデス。ワルイ、イタヅラノ、子ヅミ、ト
ル、カワイモノデス。ワルイモノシマセン。ソ
ノヨナ、オソレル、ナイヨキ。ジブンデ、ニゲ
マス、カラ、シンパイ、ナエ、ト、イイマシタ。
ト、ホント、ニゲマシタ。アア、シカシ、大へ
ン、ミナ女デ、ヤカマシデシタヨ。ホホホホホ。
　イマ、アサガホ、キレイノ、ハナ、タクサン、
アリマス。アノホリノ、トナリノ、サミシノ、
小サイ、アサガホ、コンニチアサ、ムラサキ、
四ツ、アカ二ツ、サキマシタヨ。キレイト、カ
ワイデスヨ。　　　イエニ、ミナ人、大ジャウ
ブデス。シンパイ、アリマセヌ。サヨナラ　セ
ツカラ　パパサマ
　かづを　いわを　にいみ　ヨキコトバ
　八月二十三日17）
　これは、上で触れた、小泉時によって1990年に初
めて紹介された手紙のうちの一通で、セツに拠るも
のである。平川に拠れば、ハーンは、「文章の仕事
に追われ忙しかったので系統的に［日本語を］学習
したことはなく」、「妻の節子も夫と話す時は、夫の
片言流の日本語を自分も使った18）。」また、これら
の手紙は、「節子が夫ハーンのためにやはり『ヘル
ンさん言葉』で書いた19）。」つまり、夫に合わせよ
うとしていた、ということである。「片言」の印象
を与えるものとして該当しそうな所を列挙すれば、
①名詞を修飾するとき、ほぼ全部格助詞「の」を
挟む
（シンセツノパパサマ；子ヅミトルノタメ；ク
ロイノ、イロノ、イワオ  ［下線は筆者、以下
同じ］；ワルイ、イタヅラノ、子ヅミ；キレイノ、
ハナ；サミシノ、小サイ、アサガホ）
②格助詞を省略する
（副詞句：セカイ［デ］イチバンノ；主格：マ
マ［ガ］、、、マイル）
③英語の前置詞with的な「デ」がある
（オサキ、ミツケルデ、大キ大キ、コエ、シマ
シタ ［この場合、動詞「ミツケル」が名詞化し
ている］；ミナ女デ、ヤカマシデシタヨ ［「原因」
を表し、副詞句をつくる。これはまた、日本語
の、事を起こした所を示す「で」（広辞苑第六版）
を用いた形とも解せる］）
④前置詞atを肩代わりする「ニ」がある
（イエニ、ミナ人、大ジャウブデス）
⑤等位接続詞andの肩代わりをする「ト」がある
（ミナ人、アツマルト、ミナ女、大キ、コエデ、
イイマシタ；ト、ホント、ニゲマシタ；キレイト、
カワイデスヨ ［最初の例は、それに伴って後の
ことの起こることを示す「と」（広辞苑第六版）
とも解せる］）
⑥英語の複文構造を踏襲している
（イマ、クロイノ、イロノ、イワオ、セナオヨギ、
オボエマシタ、キク、ママ、タイソオ、ヨロ
コビデシヨ ＝ I am very glad to hear that sun-
burned Iwao has now learned how to swim on 
his back；ソノヨナ、オソレル、ナイヨキ ＝ It 
is not good to be scared like that）
⑦英語風の結びがある
（ヨキコトバ）
　ハーンの日本語力の実際については、「日本通と
して著名なハーンの日本語知識がこれしきのもの
か、ということが世間に知れるのをハーンもおそれ
たし、死後遺族もおそれた20）」結果、公けにされた
書簡の文章には家族の手が入れられている。唯一原
文のまま公表されているハーンの手紙の冒頭21)から
は、例えば上記①②に類する格助詞の使用、英語と
日本語の母音の質の違いから来ると思われる日本語
の長音表記の違い（「草履」が「ゾリ」、「ような」
が「ヨナ」と表記される例など）、理由を表す助詞
「から」「ので」の使い分け、敬語の使用に生硬な部
分が見られる（「から」「ので」や敬語の使い分けは、
現在でも、非母国語としての日本語がかなり堪能な
者でも難しいと思われるのが、筆者の経験するとこ
ろである）。
　ハーンの実際の日本語運用能力を考えたとき、セ
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ツの手紙は、セツがハーンの解かる言葉でコミュニ
ケーションを図ろうとして、いかにハーンに寄り
添ってハーンの気持ちを思い遣り汲み取ったかが、
想像できる。それだけでなく、さらに重要なのは、
汲み取ろうとした結果、セツがハーンの（そして小
論では扱えなかったが、ハーンがセツの）大切にし
ているものについてよく知り、それを踏まえて本人
同様大切にしようとする態度も感ぜられる。この手
紙は、健康に不安を持つハーンへの気遣い・気配り
と、子供たちの成長する喜びと、他愛も無い日常生
活の報告とで成り立っており、この夫婦が日頃何を
大事にしているか、しようとしているかが、よくわ
かる。
　いったい、なぜ、よくわかるのか。やや古典的
であるが、tenorとvehicleという隠喩概念で言えば、
それは、この手紙の「ヘルンさん言葉」が、内容
（tenor）にふさわしい媒体（vehicle）となっている
からに他ならない。内容にふさわしい媒体、内容に
合致した内容と不可分の媒体とは「詩」と呼べるも
のであるということだが、このヘルンさん言葉とい
う媒体の誕生は、異なる言語を使用する二者の間の
コミュニケーションの類稀な成功によるもので、片
方の努力だけでは到底成り立つものでない。
4．結語―詩の原石
　ハーンは帝国大学のいわゆる「最終講義」で、詩
以外の文学部門では、新しい文学を与えてくれるの
は忙しい人々だ、と説き、一方で偉大な詩を生み出
すのには暇が必要だと語っているが22）、彼は、日本
にやって来てセツと出会って以来、十数年の歳月を
かけて、詩と呼び得る形式に、思ってもみない形で
近づいていたと言えまいか。
　少しうがった言い方をすれば、作詩とは、万人が
読むことも想定された、言語による芸術であること
を目指した、作為的な行為である。詩の言葉は、な
んらかの芸術的効果を目論んだ、散文より緊密な有
機的な言葉のつながりを目指すものであろう。
　この手紙によって表わされたもの、すなわち「ヘ
ルンさん言葉」という媒体で表わされたものは、ハー
ンの、セツの、家族だけの宝で、他の誰のものでも
なく、誰に干渉されることも（あるいは「鑑賞」さ
れることも）無いものである。もとより、ここに詩
的な芸術的な、すなわち作為的な技術上の整えがあ
るわけではないのであるから、厳密に詩とは呼べな
いものである。
　しかし、この手紙には、体調の悪いハーンに対す
るセツの心配と気遣いと、相手に喜んでもらいたい、
相手を幸せにしたいという気持ち、心の掛けよう―
しかも深い心根から自然に溢れるような―が現れて
いて、使われているどの言葉もお互いに矛盾しない。
この手紙の言葉遣いには、無駄なものが全く感じら
れず、きわめて純度の高い、宝石の原石、詩の原石
のようなものに感ぜられる。よし「詩」にするには、
さらに詩的な磨きを掛けることになるが、この手紙
はそういうことも超越しているような輝きが生のま
まにある。愛情というものが何か形をとることがで
きて、それを手で掬って、はい、と目の前にさし出
すことができるのであれば、まさにこの手紙はその
ようなものとしてある。
　「職人」たるハーンはおそらく、このような手紙
を芸術とは認めまいし、またそんなことは夢にも思
わなかったであろうし、もしかしたら「ソノヨウナ
モノ詩ナイデス」と顔を真っ赤にして怒るかもしれ
ない。しかし、この手紙は、互いに何物か大切なも
のを育んでいこうとするハーンとセツの心性あるい
は性根が働いて成り立っているもので、かつ、期せ
ずして詩的な言葉がつむぎ出されているものであ
る。彼の作品には、どこかに、そのような心性を持っ
た彼とセツをはじめとする家族の間に時間をかけて
醸成された大事なものの形跡が、必ずや現れるはず
である。このことは、冒頭で触れたハーンの再評価
に際し、われわれが言語芸術家としてのハーンに関
して常に見落としてはならないことではないか。ま
た、読者であるわれわれは、そのことを踏まえてよ
く読みよく観ることを忘れないように、銘記すべき
ではないだろうかと、筆者には思われるのである。
注
1）松江中学、熊本五高の二校でハーンの生徒であっ
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た根岸磐井による『出雲に於ける小泉八雲』の一
章である「断篇」中、「先生の日本語」の項に、「夫
人との間にはヘルンさん言葉（ヘルン・ダイアレ
クト）なるものが使用せられ」とあり（p.167）、
英語表記は‘Hearn dialect’とした。
2） この動きは1980年代から始まったといってよい
が（牧野陽子「解説」、平川祐広『小泉八雲 西洋
脱出の夢』、pp.418-29、以下同書を『夢』と略
記する）、1994年には、ハーンゆかりの地の五会
場でキャラバン方式の没後100周年記念シンポジ
ウムが行なわれた。松江会場では「没後100年―
ハーンをどう再評価するか」のテーマで開催され、
ハーン再評価の重要性・意義が夙に喚起された（八
雲会『へるん』2004特別号）。
3） 池田雅之「監訳者あとがき」（ベンチョン・ユー
『神々の猿』、p.509）。
4） 仙北谷晃一、p.25。仙北谷は、ダ・ヴィンチに
なぞらえて、ハーンのことを「小レオナルド」と
呼べるタイプの作家であるかもしれないとしてい
る。
5）　梶谷泰之、p.29以下を参照。
6）　例えば弟子の一人田部隆次は、「松江時代、熊
本時代の教え子たちはヘルン先生のことをハーン
と呼ばれては別人のようで感じが出ない」と書い
ている。田部隆次『小泉八雲』序文、v。
7）　将来は言語学者（philologist）になりたいと
いう進路相談の手紙を、大谷は中学卒業を目前
に、熊本に転任したハーンに送り、ハーンから
の返信の中で、もっと実際的な職業（practical 
profession）につくことができる学問をするよう
にと、手厳しくたしなめられた。大谷は、そのと
きの返信を、11年後のハーン没年翌年に、雑誌『英
語青年』の中で紹介し、英語の解説をしている
（pp.346-47）。大谷より三歳下で、松江中学の後
海軍兵学校に進み、のちに海軍少将、さらに松江
市長となった高橋節雄もこのことに触れ、ハーン
は、少し英語が得意なぐらいで文学者を目指そう
とする「のぼせた」者たちに対し、「固く之を戒
められた」と述べ、このような戒めにハーンの持
つ風格を見ている（『旧師小泉八雲先生を語る』, 
pp.60-61）。
8）　池田雅之『さまよえる魂のうた』（以下『魂』
と略記）、p.262。 
9）　小泉時「セツから焼津のハーンに宛てた手紙」
（『ヘルンと私』所収、pp.237-51）。
10）小泉節子「思いでの記」、pp.40-41、長谷川洋
二『八雲の妻 : 小泉セツの生涯』、 pp.237-38。
11）この箇所に関し、平川祐弘は、「この手紙を判
読してゆくうちに、わたくしの胸はいっぱいにな
り、涙を押へた」と書いた詩人・評論家の野田宇
太郎の言葉を引用して、「同感される向きもある
だろう」と、さり気ないコメントをしているが、
この箇所の平川の、でき得る限り客観的たらんと
する抑制の効いた一連の叙述は、却ってこの手紙
が万人に訴える強い力を持つことを伝えるもので
ある。平川『夢』、pp.35-6。
12）坂東浩司『詳述年表ラフカディオ・ハーン伝』
に拠れば、一家が東京に戻ったのは8月30日頃、
長谷川は8月29日帰京の途についたとしている。
小泉節子「思い出の記」、pp.44-50には、帰宅後
発作を起こし、小康を保ったのち亡くなるまでの
1週間の様子が述べられている。
13）平川『夢』、p.30。
14）萩原朔太郎「小泉八雲の家庭生活」（池田雅之
編訳『さまよえる魂のうた』所収）、pp.468-69。
15）平川『夢』、pp.30-33参照。
16）＝ デスカラ。このような音位転倒的な表記は、
セツの「英語覚書帳」にも見られる特徴である。
「英語覚書帳」における特徴については、染村絢
子「ハーン文学のかけ橋・節夫人」（『へるん』第
23号, pp.21-23）参照。
17）小泉時、pp.241-44。
18）平川『夢』、p.30。
19）平川『夢』、p.34。
20）平川『夢』、p.33。
21）平川『夢』、p.34。
22）池田『魂』、p.455。
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